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第６回大月市教育委員会定例会 会議録 

 

・ 開催日時     令和７年８月２１日（木曜日） 

         午前１０時００分から午前１０時３０分 

 

・  開催場所     市役所第２庁舎３階会議室 

 

・ 出席委員     宇野誠教育長、矢光重敏教育長職務代理者、鈴木英夫委員 

矢嶋千鶴委員、秋山俊一委員、野本麻里委員 

 

・ 出席職員     山口教育次長兼社会教育課長、佐野学校教育課長 

           藤本学校づくり担当リーダー 

          望月こどもの学び支援担当リーダー 

          柴田社会教育担当リーダー、鈴木スポーツ振興担当リーダー 

 

・ 傍聴人      な し 

 

 

 〔会 議〕 

１ 開会 

【教育長開会宣言】 

 

２ 会議録の承認 

  職員が、令和７年度第５回教育委員会定例会会議録を朗読し承認された。 

 

３ 教育委員会報告 

  教育長から、令和７年７月２４日から令和７年８月２１日までの教育委員会活動

が報告された。 

 

４ 議事 

 

 

議案第１１号 就学指定学校変更・区域外就学について 

（ 非公開 ） 

〔説明〕望月こどもの学び支援担当リーダー 

 

【原案どおり決定】 

 

  

議案第１２号 令和６年度大月市教育委員会の教育行政点検・評価について 

 〔説明〕佐野学校教育課長 

  ２ページをご覧ください。 

この点検・評価は、平成１９年６月に一部改正となり、平成２０年４月に施行さ
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れました「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条において、「教育

委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価

を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表すること」と規

定されたことにより実施するものであります。 

点検・評価項目は、「教育委員会の活動及び管理・執行する事務」に関して１４

項目、「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」については１６項目を

選定しました。この「教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務」の１６項

目については、令和２年度に策定しました「大月市第３期教育振興基本計画」に基

づき、基本目標１「「生きる力」を育む質の高い教育の実現」に対し６項目、基本

目標２「人生を豊かにし、社会を支える生涯学習の展開」に４項目、基本目標３「だ

れでも安心して学べる教育環境の整備」に６項目となっています。 

本資料は、この評価項目に沿って、令和６年度に実施した事務事業について、学

校教育課、社会教育課それぞれにおいて自己評価を行いました。評価は、Ａ～Ｄの

４段階評価で、Ａは「達成している」で、達成率８０～１００％、Ｂは「ほぼ達成

している」で、達成率６０～８０％、Ｃは「おおむね達成している」で、５０～６

０％、Ｄは「達成していない」で、達成率５０％以下とし、評価しています。 

３ページ、４ページをご覧ください。 

  点検・評価の一覧表となっています。 

  評価内容の詳細に関しましては、５ページから１８ページをご確認ください。 

前年度から、変更等になっている部分は赤字となっておりますので、ご確認をお

願いします。 

なお、資料を事前に配付することができませんでしたので、本日資料をお持ち帰

りいただいた上で内容を確認いただき、次回９月の教育委員会にてご審議いただき、

意見等を取りまとめた上で決定し、教育委員会としての点検・評価として、１０月

の議員定例懇談会にて議会への報告提出としたいと考えています。 

また、令和７年度「大月市教育振興基本計画」は改定され、現在第４期計画に従

い事業を進めておりますが、今回は、令和６年度までの「第３期計画」に対する点

検・評価の最終年となっております。 

以上となります。 

 

 宇野教育長 

  それでは、こちらについてはお持ち帰りいただき熟読していただいて、それぞれ

意見がありましたら９月の教育委員会定例会までに用意していただきたいと思い

ます。 

 

佐野学校教育課長 

追加の部分がありますので、望月リーダーから説明させていただきます。 

 

望月こどもの学び支援担当リーダー 

１０ページをご覧いただきたいと思います。こちらの下の段にあります「「生き

る力」を育む質の高い教育の実現」の枠内の赤字のところです。令和６年度の教育

相談の箇所がありまして、教育支援室１３８件、教育支援センターで１５件となっ

ていまして、前年度は教育支援室が１０５件、教育支援センターが６１件です。教

育支援センターがすごく少なくなってしまうというような表記になっているので
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すが、令和６年度について、教育支援センターの方ではアウトリーチとして学校訪

問を多く行うようなことで、学校でいろいろな児童・生徒の案件について話をする

機会を多く設けました。その学校訪問の件数については、年間で３５件となってお

ります。その他、児童のケース会議に３回行っていますので、プラス３８回がここ

の教育支援センターの相談に入ってきます。全部で５３件となりますので、その部

分を修正して今後記載する予定となっております。よろしくお願いいたします。 

 

佐野学校教育課長 

次回はこの１５件に先ほどのプラスアルファが加わるということで、学校訪問に

ついてはいろいろな相談を受けますので、必ずしもそのまま１件とは限らないので

すが、現場に出て行ってというような活動に少し令和６年度はシフトしていますの

で、教育支援センターに来てもらった上での相談という件数は減っていますけれど

も、積極的に出向いて相談を受けているということになりますので、決して後退を

しているわけではないというようなことを分かっていただけるように表記をした

いと思っております。 

 

宇野教育長 

  それでは、お持ち帰りいただいて読んでいてご質問等ありましたら、いつでも事

務局までお問い合わせいただけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 

   【継続審議】 

 

５ その他 

   

（１） 令和８年度県教育施策及び予算に関する要望書について 

（ 非公開 ） 

 〔説明〕宇野教育長 

 

   【了知】 

 

 

・９月２５日（木）午後２時００分から、令和７年度第７回教育委員会定例会を開催

することを確認。 

 

 

６ 閉会 

   【教育長閉会宣言】 

 


